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認可決された。
○議事
１，平成１５年度事業報告及び平成１５年度
収支決算承認の件

２，平成１６年度事業計画及び平成１６年度
収支予算決定の件

３，平成１７年度４月及び５月暫定予算承認
の件

総会に引続き同会場にて
・多数入会勧誘者感謝状贈呈
・永年勤続職員表彰
・平成１６年住宅建築賞表彰式
終了後，同ホテル「孔雀南の間」にて懇
親会を開催。

２６日 法規委員会法規研修会を本会会議室
にて開催。
テーマ：高齢者，身体障害者等が利用しや

すい建築物の整備に関する条例
（通称ハートビル条例）

内　容：最新の建築行政ニュース
講　師：東京都都市整備局市街地建築部建

築企画課長補佐 鈴木繁康　氏
内　容：１．ハートビル条例（通称）

２．景観法
講　師：東京都都市整備局市街地建築部市

街地企画課長 町田修二　氏
参加者：４６名（会員）

２７日～２８日 木造３階建住宅構造設計計算
書講習会を本会会議室にて開催。
内　容：「構造計算書作成マニュアル」の

解説

日　時 平成１６年６月２８日∑

午後４時～５時１０分
場　所 õ東京建築士会　会議室
出席者 青木三郎　田中順三　村上美奈子
渡邉定夫　小野隆正　可児才介　川嶋憲良
西条秀雄　柴山修一　内藤　尚　中山庚一郎
野本孝三　房友博通　増沢幸尋　宮本伸子
武者英二　山田由紀子　吉岡令子（宮坂幸人）
オブザーバー 小田圭吾
欠席者（委任状提出）掛川勝弘　村松映一
石井友彦　小黒利昭　尾崎　勝　霜野　隆
戸田敬里　藤江和子　藤本昌也　森　欣貮
○開会 議長は本日の出席者は２８名（内，委
任状１０名）で，定款第２９条２項の定足数
を超えている旨説明し開会を宣した。
○議事録署名人の指名（出席理事のうちから
２名）
議長は，柴山修一・山田由紀子の両氏を議
事録署名人に指名した。
○報告
５月２４日 定例理事会を帝国ホテル「菊の間」
にて開催。出席者２８名。（内，委任状１０名）

２４日　同ホテル「牡丹の間」にて平成１６年通
常総会を開催。正会員７,２９８名の内，出席
者２,００７名（内，委任状１,９２１名）青木会長
が議長になり，本日の出席正会員小田圭
吾・金子孝治の両氏を議事録署名人に指名
し，下記議事について審議し，原案通り承
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｢構造計算書作成シートの使用方
法等｣について

講　師：山本設計取締役 里川長生　氏
受講者：１２８名

２８日 õ日本建築士会連合会｢第４２１回定例
理事会･士会会長会合同会議及び平成１６年
度通常総会」が，港区のアジュール竹芝
にて開催され，本会より青木会長が出席｡

２８日 õ東京都建築士事務所協会｢第７１回通
常総会｣が新宿区のセンチュリーハイアッ
ト東京にて開催され，本会より青木会長
の代理として，小野専務理事が出席し祝
辞を述べた｡

２９日 本会及び晴海デザインセンター共催
｢ものづくり講座｣（第２回）を本会会議
室にて開催｡
テーマ：｢エコロジカルな住まいをつくる｣

ì自然素材とエコ建築のノウハウì
内　容：「環境を利用したアクティブ･エ

コの設計手法」
講　師：オーガニックテーブルñ

善養寺幸子　氏
内　容：「自然素材と塗り壁」
講　師：õ日本左官業組合連合会・新規

市場開拓委員/鈴木建塗工業ñ

鈴木　光　氏
コーディネーター：ものつくり大学専任講師

三原　斉　氏
受講者：５３名

３１日 õ日本建築学会「通常総会（２００４年
５月）」終了後，懇親会が港区の建築会館

東京建築士会
６月定例理事会記録

専攻建築士制度の中に，棟梁の領域が設けられたことは，大変望ましく，素晴らし
いことである。戦後の徒弟制度廃止により職人の育成はできなくなり，今日では棟梁
の数も少なく，その存続すら難しい時代である。また，伝統木造は建築基準法の仕様
規定に適合しにくく，その実現は簡単ではなかった。しかし，平成１２年の建築基準法
改正による性能規定化と今回の専攻建築士制度は伝統建築にとって明るい兆しである。
昭和５３年から５５年にかけて伊藤要太郎先生（伊藤平左ェ門１２世）に就いて，日本の

伝統建築を学んだが，その時，一番問題になったのは，継手・仕口等手仕事の分野の
分かる職人がいなくなってしまうということであった。そこで，このような時代に伝
統木造を正しく造るには，設計者自身が手仕事の分野である継手・仕口に精通してい
なければならないということであった。継手・仕口の研究で，最も手がかりとなった
のは「国宝・重要文化財建造物修理工事報告書」であった。約９８０棟分の報告書に目
を通し，約１４００例の継手・仕口を収集し，構造強度上の観点から検討を加え，更に，
構造力学的な観点から新しい架構体を考案し，限界耐力計算による設計へと進み，性
能規定化の中で，何とか本物の伝統建築を作る手立てが出来たと思っている。
継手・仕口の研究以外にも，伝統美の先鋭化を図るため木割や規矩術の研究を進め，

特に，軒廻りの規矩については，美しい軒反りの実例を分析し，総反り・捻軒・反り
出し勾配という日本の大工技術の最も高度な技術を，全く新しい方法で蘇らせ，堂宮
大工の経験と勘に支えられてきた世界のＣＡＤ化，数値化，数式化を試みている。
日本の伝統木造は，最近，その長寿命故に，「環境保全型構法」として高く評価され

ている。今後，この伝統構法を現代技術として定着させるためにも，更に研究を重ね，
新技術として技術開発を行っていきたい。そのヒントはいつも伝統の中にあった。こ
れからも歴史に目を凝らしていきたい。
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棟梁専攻建築士　ì新たなる伝統を求めてì




